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い
さ
や
ま
は
じ
め

漫
画
家
諫
山
創
の
漫
画

『進
撃
の
巨
人
』
は

一
八
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
約
一
八

0
カ
国
で
出

版
さ
れ
、
世
界
で
一
億
四

0
0
0万
部
以
上
発

行
さ
れ
て
い
る
大
作
で
あ
る
。
内
容
は
突
如
出

現
し
た
巨
人
に
攻
撃
さ
れ
て
滅
亡
の
危
機
に
直

面
し
、
三
重
の
城
壁
の
内
側
で
生
活
し
て
い
る

人
間
の
社
会
を
描
写
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
人

類
の
歴
史
に
は
様
々
な
理
由
で
構
築
さ
れ
た
巨

大
な
城
壁
が
数
多
く
存
在
す
る
。
今
回
は
歴
史

に
登
場
し
た
有
名
な
城
壁
を
紹
介
す
る
。

イ
ェ
リ
コ
の
城
壁

中
東
に
あ
る
死
海
の
北
西
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西

岸
域
に
あ
る
イ
ェ
リ
コ
は
現
在
人
口
二
万
人
強

の
都
市
で
あ
る
が
、
す
で
に
紀
元
前

＿
万
年
に

は
存
在
し
て
い
た
世
界
最
古
の
都
市
と
さ
れ
、

「旧
約
聖
書
j

の
「
ヨ
シ
ュ
ア
記
」
に
も
登
場

す
る
。
紀
元
前
八

0
0
0年
か
ら
七

0
0
0年

に
か
け
て
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
ニ
メ
ー
ト

ル
の
世
界
最
古
の
石
壁
が
集
落
の
周
囲
に
建
造

さ
れ
、
当
時
で
は
世
界
最
高
の
高
さ
八

・
五
メ

ー
ト
ル
の
石
塔
も
建
造
さ
れ
て
い
た
。

以
後
、
こ
の
場
所
は
民
族
の
興
亡
の
歴
史
の

舞
台
と
な
る
。
紀
元
前
七
三
七

0
年
頃
に
放
棄

さ
れ
て
外
部
の
民
族
が
定
住
す
る
が
、
そ
の
民

族
も
紀
元
前
五
八
五

0
年
頃
に
撤
退
し
て
無
人

の
場
所
と
な
る
。
さ
ら
に
紀
元
前
三
三

0
0年

頃
に
外
部
か
ら
到
来
し
た
民
族
が
再
建
す
る
が
、

そ
の
一

0
0
0年
後
に
侵
略
に
よ
っ
て
廃
墟
と

な
っ
た
。
再
度
、
紀
元
前
一
九

0
0年
頃
に
再

建
さ
れ
、
集
落
は
石
壁
の
外
側
に
も
発
展
し
て

都
市
は
維
持
さ
れ
て
き
た

（図
1
)
。

歴
史
は
一
気
に
二
十
世
紀
に
な
り
、

一
九
四

八
年
に
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ン
首
長
国
の
領
土
と

な
る
が
、
一
九
六
七
年
に
中
東
戦
争
に
よ
っ
て

ィ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
し
た
。

一
九
九
四
年
に
は

オ
ス
ロ
合
意
に
よ

っ
て
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府

に
移
譲
さ
れ
た
が
、
周
囲
は
完
全
に
イ
ス
ラ
エ

ル
が
支
配
し
、
住
民
は
外
部
と
の
往
来
が
制
約

駈
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さ
れ
た
状
況
で
生
活
し
て
い
る
。
一
万
二

0
0

0
年
に
も
な
る
中
東
地
域
の
複
雑
な
民
族
事
情

を
象
徴
す
る
空
間
で
あ
る
。

万
里
の
長
城

万
里
の
長
城
に
も
イ
ェ
リ
コ
の
城
壁
に
匹
敵

す
る
三

0
0
0年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
群
雄

割
拠
で
あ
っ
た
古
代
中
国
の
各
国
は
発
展
し
て

い
く
と
と
も
に
周
辺
の
民
族
と
の
軋
礫
に
遭
遇

す
る
が
、
こ
の
外
部
か
ら
の
攻
撃
を
防
御
す
る

た
め
に
城
壁
が
建
設
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
四
〇

0
年
頃
を
起
源
と
す
る
春
秋
時
代
で
あ
る
。
そ

の
時
代
の
燕
、
趙
、
秦
の
三
国
は
北
方
の
遊
牧

民
族
の
南
下
を
阻
止
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
防

壁
を
建
設
し
て
い
た
。

そ
れ
ら
を
連
結
し
て
万
里
の
長
城
に
し
た
の

が
紀
元
前
三
世
紀
に
中
国
の
初
代
皇
帝
と
な
っ

た
秦
の
始
皇
帝
で
あ
る
。
南
下
し
て
く
る
北
方

の
遊
牧
民
族
の
攻
撃
か
ら
領
土
を
保
全
す
る
た

め
、
三
国
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
し
て
い
た
城
壁
を

接
続
し
て
延
長
し
、
東
側
は
朝
鮮
半
島
に
到
達

す
る
ほ
ど
の
長
大
な
城
壁
を
実
現
し
た
。
始
皇

帝
の
死
後
、
北
方
の
匈
奴
が
南
下
し
て
長
城
の

一
部
は
放
棄
さ
れ
る
が
、
紀
元
前
二
世
紀
の
武

帝
の
時
代
に
再
度
、
延
長
さ
れ
る
。

以
後
は
中
国
の
王
朝
の
勢
力
に
よ

っ
て
北
方

の
民
族
と
の
関
係
は
一
進
一
退
と
な
る
が
、
十

ロ
ー
マ
は
ロ
ム
ル
ス
と
レ
ム
ス
の
双
子
の
兄

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
長
城

四
世
紀
に
成
立
し
た
明
の
第
三
代
皇
帝
永
楽
帝

の
時
代
に
北
方
の
モ
ン
ゴ
ル
が
強
力
と
な
っ
た

た
め
、
再
度
、
長
城
が
建
設
さ
れ
、
構
造
も
強

固
に
な
っ
て
い
っ
た
（
図
2
)
。
現
在
、
残
存

し
て
い
る
長
城
の
延
長
は
六
二
六

0
キ
ロ
で
世

界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
列
島
の
南
北

の
距
離
の
三

0
0
0
キ
ロ
と
比
較
す
る
と
、
い

か
に
長
大
で
あ
る
か
が
実
感
で
き
る
。

図2明代の万里の長城

弟
が
紀
元
前
七
五
三
年
に
建
国
し
た
都
市
国
家

が
起
源
と
さ
れ
る
が
、
以
後
、
急
速
に
領
土
を

拡
大
し
、
地
中
海
沿
岸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

中
部
ま
で
支
配
す
る
大
国
に
な
る
。
一
世
紀
に

は
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
領
土
で
あ
る
ブ
リ
タ
ニ

ア
に
進
出
し
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
南
側
ま
で

到
達
す
る
。
当
然
、
先
住
民
族
が
反
撃
し
て
く

る
が
、
そ
れ
を
防
御
す
る
た
め
に
構
築
さ
れ
た

の
が
二
本
の
長
城
で
あ
る
。

ま
ず
―
―
七
年
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
第
一
四
代

皇
帝
と
な
っ
た

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
が

―
二
二
年
か

ら
約
一

0
年
を
か
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
カ
レ

ド
ニ
ア
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
の
境
界
に
、
東

側
の
北
海
か
ら
西
側
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
海
ま
で

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
長
城
を
建
設
し
た
（
図

3
)
。

幅
員
は
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
五
、
六
メ
ー

ト
ル
で
、
延
長
は
一
―
八
キ
ロ
に
な
り
、
六
キ

口
間
隔
で
要
塞
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一城長のスヌ二卜ンアとスヌア）

 
ド＼
 

ー3
 

図
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西
欧
の
城
壁
は
都
市
全
体
を
防
御
す
る
の
が

一
般
で
あ
る
が
、
日
本
で
も
戦
国
時
代
後
期
に

如
叩
巳

ぃ
う
名
称
の
都
市
全
体
を
防
御
す
る

防
壁
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
半
の
城
壁
は
天
守

の
あ
る
城
郭
を
守
護
す
る
た
め
に
構
築
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
日
本
に
も
、
都
市
全
体
を
防
御

す
る
城
壁
が
建
設
さ
れ
た
事
例
が
京
都
に
存
在

す
る
。
一
五
八
二

（天
正
一

0
)
年
の
「
本
能

寺
の
変
」
で
織
田
信
長
が
自
害
す
る
と
、
し
ば

ら
く
は
全
国
各
地
で
動
乱
が
発
生
し
て
い
た
。

そ
れ
ら
を
鎮
圧
し
た
豊
臣
秀
吉
は
一
五
八
五

（
天
正
一
三
）
年
に
京
都
の
中
心
部
分
を
防
御

す
る
た
め

「御
土
居
」
と
い
う
土
塁
と
掘
割
を

お

ど

い

豊
臣
秀
吉
の
御
土
居

0
0
0人
近
い
兵
士
が
駐
留
し
て
い
た
。

こ
の
完
成
か
ら
一

0
年
後
の
一
四
二
年
か
ら

第

一
五
代
皇
帝
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
は
約

一
0
0キ

口
北
側
に
延
長
六

0
キ
ロ
の

ア
ン
ト

ニ
ヌ
ス
の

長
城
を
構
築
し
た
が
、
先
住
民
族
の
攻
撃
に
対

抗
で
き
ず
、
二

0
年
が
経
過
し
た
第
一
六
代
皇

帝
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
は
こ
の
長
城
を
放
棄
し
、
ハ

ド
リ
ア
ヌ
ス
の
長
城
ま
で
撒
退
し
た
。
さ
ら
に

ロ
ー
マ
帝
国
の
衰
退
と
と
も
に
長
城
は
放
棄
さ

れ
、
石
材
は
住
宅
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
現
在
で

は
一
部
が
残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

構
築
す
る
事
業
を
開
始
す
る
。
範
囲
は
南
北
八

•
五
キ
ロ
、
東
西

＿＿
一・
五
キ
ロ
、
全
長
ニ
ニ

・

五
キ
ロ
で
、
京
都
と
諸
国
を
連
絡
す
る
街
道
の

出
発
地
点
で
あ
る
場
所
以
外
の
道
路
は
閉
鎖
し

た
。

一
例
と
し
て
五
条
大
橋

（現
松
原
橋
）
は

撤
去
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
御
土
居
の
内
側
が

洛
中
、
外
側
が
洛
外
と
い
う
こ
と
に
な
る

（図

4
)
。

御
土
居
は
一
五
九
＿

（天
正
一
九
）
年
に
数

ヶ
月
間
で
実
現
し
た
が
、
秀
吉
が
一
五
九
八

（慶
長
三
）
年
に
死
亡
し
て
徳
川
の
時
代
に
な

る
と
役
割
は
減
少
、
御
土
居
が
道
路
を
分
断
し

て
い
る
部
分
は
撤
去
さ
れ
、
洛
内
と
洛
外
を
連

絡
す
る
出
口
が
新
規
に
二
十
ケ
所
以
上
開
設
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
時
代
に
な
り
、
幕
府

の
土
地
が
民
間
の
所
有
に
な
っ
て
御
土
居
は
破図4御土居

壊
さ
れ
て
き
た
が
、

一
九
三
0
年
に
史
跡
に
指

定
さ
れ
一

部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
は
数
奇
な
運
命
を
経
験
し
て
き
た

都
市
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
が
都
市
と
し
て
誕
生

し
た
の
は
十
三
世
紀
と
さ
れ
、

一
四

一
五
年
に

神
鮨
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
か
ら
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
城
伯
F

・

フ
ォ
ン
・
ホ
—
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
に

譲
渡
さ
れ
、

一
四
八
八
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
宮
殿

が
建
造
さ
れ
た
。
以
後
、
一

七
0
一
年
に
成
立

し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
首
都
、
第

一
次
大
戦

後
に
成
立
し
た
ワ
イ
マ

ー
ル
共
和
国
の
首
都
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
重
要
都
市
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
一
九
三
九
年
に
開
戦
さ
れ
た
第
二

次
世
界
大
戦
が
ベ
ル
リ
ン
の
地
位
を
変
化
さ
せ

た
。

一
九
四
五
年
に
A
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
指
揮

し
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
降
伏
、
一
九
四
九
年

に
東
西
ド
イ
ツ
に
分
割
さ
れ
、
東
ド
イ
ツ
領
内

と
な

っ
た
ベ
ル
リ
ン
も
東
西
に
二
分
さ
れ
た
。

東
側
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

（東
ド
イ
ツ
）
の

首
都
、
西
側
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
が
分
割
統
治
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

（西
ド
イ
ツ
）
の
首
都
は
ボ
ン
に
設
置
さ
れ
た
。

当
初
は
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
往
来
は
自
由
で
あ

っ
た
た
め
、
東
ド
イ
ツ
の
国
民
が
ベ
ル
リ
ン
経

由
で
西
ド
イ
ツ
に
頻
繁
に
脱
出
し
、
東
ド
イ
ツ

ベ
ル
リ
ン
の
壁
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政
府
は
一
九
六
一
年
に
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
境
界

を
封
鎖
し
、
そ
の
境
界
線
上
に
「
ベ
ル
リ
ン
の

壁
」
を
建
設
し
た

（図
5
)。
し
か
し
一
九
八

九
年
に
ベ
ル

リ
ン
の
壁
が
崩
壊
、
九

0
年
に
東

西
ド
イ
ツ
が
統
一
、
九
一
年
に
ベ
ル
リ
ン
は
統

ー
ド
イ
ツ
の
首
都
と
決
議
さ
れ
、
二

0
0
一
年

五
月
に
首
都
機
能
が
完
全
に
移
転
し
た
。

ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
の
壁

ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ
に
は
日
本
列
島
の
南

北
の
距
離
三

0
0
0
キ
ロ
に
匹
敵
す
る
三
一
四

五
キ
ロ
の
国
境
が
あ
り
、
相
当
部
分
が
無
人
地

~ 

閣璽“
図5ベルリンの壁

帯
で
あ
る
た
め
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
多
数
の
人
々

が
違
法
に
流
入
し
て
く
る
状
態
に
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
ヘ
の
不
法
移
民
は
年
間
一

0
0
0
万
人

以
上
で
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
が
四
割
で
最

大
で
あ
る
。
こ
れ
は
違
法
に
人
問
が
侵
入
し
て

く
る
だ
け
で
は
な
く
、
麻
薬
も
流
入
し
て
く
る

た
め
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
二
0
0
五
年
に
、
D

．

ハ
ン
タ
—
下

院
議
員
が
国
境
の
約
三
五
％
に
相
当
す
る
＿
一

二
三
キ
ロ
に
壁
を
建
設
す
る
法
案
を
提
案
し
、

一
部
修
正
さ
れ
た
も
の
の
翌
年
に
成
立
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
の
安
価

な
労
働
で
維
持
さ
れ
て
い
る
産
業
も
多
数
あ
る

と
い
う
理
由
以
外
に
、
野
生
動
物
の
往
来
を
阻

止
す
る
な
ど
環
境
問
題
の
視
点
か
ら
の
反
対
も

あ
っ
た
が
、
二

0
1
0年
頃
か
ら
建
設
が
開
始

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
6
)
。

二
0
一
七
年
に
就
任
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
選
挙
公
約
で
壁
の
建
設
を
提
示
し
て
実
施
し

て
き
た
が
、
親
子
の
隔
離
収
容
や
子
供
へ
の
性

的
窟
待
な
ど
の
問
題
、
当
初
か
ら
懸
念
さ
れ
た

野
生
動
物
の
生
息
へ
の
影
響
や
地
下
水
脈
の
破

壊
な
ど
の
問
題
、
先
住
民
族
の
遺
跡
の
破
壊
の

問
顆
な
ど
も
発
生
し
て
い
る
。
大
局
か
つ
長
期

の
視
点
か
ら
は
人
間
の
行
動
は
自
然
環
境
へ
問

題
を
も
た
ら
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
短
期
に
凝

縮
さ
れ
た
巨
大
事
業
で
あ
る
。

人
間
社
会
に
は
物
理
的
な
壁
と
精
神
的
な
壁

が
存
在
す
る
。
し
か
し
今
回
紹
介
し
た
よ
う
に

宗
教
や
思
想
や
欲
望
な
ど
を
起
因
と
す
る
精
神

的
な
壁
が
結
果
と
し
て
物
理
的
な
壁
を
発
生
さ

せ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
人
間
社
会
か
ら
壁
が
消

減
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
人

口
が
増
加
し
て
い
く
に
比
例
し
て
壁
も
増
加
す

る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
基
本
問
頼
の
解
決
は

困
難
に
し
て
も
、
壁
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と

は
人
間
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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